
-
発
行
者
吾
799-34

愛
媛
県
喜
多
郡

長
浜

町
役

場
会

開
a

O
)
 llll

番
編

集
…

総
務

課
・

平
成

9
年

2
月

1
日

発
行

477号

広
報

曾
濯

語
翻E

F
Z三3

211
号

新
た
な
誓
い
を
胸
に

一月十五日、長浜町中央公民館大ホlルにおいて、平成九年成人式が行われ、

町内の新成人者百四十五人の内、百四人が記念式典・記念行事に出席しました。

艶やかな晴れ着や真新しいスlツに身を包み、多少緊張した面もちで会場へ

入った新成人者らは、久しぶりの再会となった同級生を見つけては、早速昔話

や現況報告に花を咲かせていました。

式典では、上田町長の式辞、記念品目録贈呈や来賓祝辞、花束贈呈などが行

われた後、新成人を代表して、島田正光(長浜)さんと中嶋一美(柴)さんの

意見発表、上満耕士(白滝)さんによる誓いのことばが述べられました。

引き続き行われたアトラクション・昼食パーティーでは、嵐太鼓や青年団に

よる餅っき・ゲlムなどで会場は盛り上がり、若者の熱気も冷めやらぬまま、

名残惜しくも記念撮影でお聞きとなりました
。(
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第 4固定例会ー一一一一

保
健
セ
ン
タ
ー

建
設
費
な
ど

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
三
億

四
千
百
八
十
三
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
、
五
十
六
億
九
千
三
十
八
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
民
生
費
一
児
童
措
置
費
と
し
て
、
年

度
途
中
の
入
所
児
章
増
加
及
び
保
育
単

価
の
改
正
に
伴
、
つ
委
託
料
一
千
七
百
四

十
万
五
千
円
。

一
衛
生
費
}
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
費
と

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

一
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い
た
平
成
八
年
度
長
浜
町
一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
な
ど
の
議
案
三
件
が
承
認
さ
れ
た
他
、
長

浜
町
行
政
手
続
条
例
の
制
定
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
平
成
八
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
な

ど
の
議
案
十
四
件
と
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
の
議
諮

一
件
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
五
件
は
全

て
受
理
採
択
さ
れ
、
追
加
日
程
で
審
議
さ
れ
た
、
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一
件
も
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
、
新
築
事
業
の
内
、
三
十
%
の
建

設
事
業
費
と
地
質
調
査
及
び
設
計
監
理

委
託
料
等
八
千
二
百
五
十
九
万
七
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
}
魚
礁
設
置
費
と
し

て
、
水
産
業
地
域
改
善
対
策
事
業
の
内

示
額
の
減
少
及
び
、
沿
岸
漁
場
整
備
開

発
事
業
の
経
費
配
分
の
変
更
に
よ
り
三

千
百
六
十
五
万
一
一
千
円
を
減
額
補
正
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
漁
港
施
設
災

害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
十
二
号
に
よ

り
被
災
し
た
青
島
漁
港
西
防
波
堤
ほ
か

二
件
の
復
旧
事
業
費
一
億
七
千
九
百
六

万
四
千
円
。

長
浜
町
行
政
手
続

条
例
制
定

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
処
分
、
行
政
指

導
等
及
び
届
出
に
つ
い
て
の
手
続
に
関

し
て
共
通
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の

確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
町
民

の
権
利
・
利
益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
手
つ
き
、
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
車
正
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
職
員
の
場
合
、
一
・
二
%
の
引

き
上
げ
と
な
り
、
平
成
八
年
四
月
に
さ

か
の
ぼ
り
、
初
任
給
は
、
高
校
卒
が
十

三
万
九
千
三
百
円
、
短
大
卒
が
十
四
万

八
千
九
百
円
、
大
学
卒
が
十
七
万
一
千

円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
満

十
六
歳
の
年
度
始
め
か
ら
満
二
十
三
歳

の
年
度
末
ま
で
の
子
供
が
い
る
場
合
の

加
算
額
が
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
「
食
料
@
農
業
・

農
村
基
本
法
の
制
定
」

を
求
め
る
意
見
書

日
本
の
農
林
漁
業
や
農
山
村
は
、
担

い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
の
農

林
水
産
物
の
輸
入
増
大
に
よ
る
日
本
の

農
林
水
産
業
の
衰
退
は
、
我
が
国
の
経

済
・
社
会
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
し
て
、
安
全
な
食
料
の
安

定
的
供
給
、
農
林
水
産
業
の
持
つ
多
様

な
公
益
的
機
能
、
地
域
社
会
・
農
産
漁

村
の
活
性
化
を
一
体
と
し
た
、
新
た
な

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
制

定
に
向
け
て
、
国
に
強
く
要
望
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
三
七
八
号

冬
期
消
波
対
策

岸
本
石
油
届
前
の

交
通
渋
滞
対
策

町
道
出
海
豊
茂

一
号
線
道
路
舗
装

要
望
を
続
け
て

い
き
た
い

質
問
・
・
・
町
内
の
国
道
三
七
人
号
改
良

工
事
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
が
、
冬
期
の
季

節
風
が
吹
く
と
、
満
潮
時
に
は
一
部
波

が
道
路
ま
で
打
ち
あ
が
る
状
態
で
あ
り

垣

見

芳

彦

議

員

調
査
の
上
、
国
・
県
に
対
し
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
投
入
等
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
、
主
?
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
も
管
理
者
で
あ
る
県

に
機
会
あ
る
ご
と
に
冠
水
・
越
波
阻
止

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
施
に
向
け
て
は
時
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聞
が
か
か
っ
た
が
、
県
の
理
解
と
配
慮

が
得
ら
れ
よ
う
や
く
着
手
の
運
び
と
な

り
、
本
年
は
志
多
灘
と
働
生
の
二
カ
所

で
対
策
が
掠
ら
れ
て
い
る
。

ムr
徒
は
、
本
年
度
に
実
施
さ
れ
て
い

る
足
踏
防
災
総
点
検
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
対
応
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
線
の
今

後
の
発
展
性
・
重
要
性
を
も
考
慮
に
入

れ
、
引
き
続
き
対
策
の
要
望
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

可
及
的
速
や
か
に

対
応
し
て
い
き
た
い

一一一一『一般質問

質
問
:
・
岸
本
石
油
山
前
は
、
朝
の
出

勤
時
間
に
な
る
と
大
変
な
渋
滞
に
な
る
。

現
在
、
国
道
三
七
八
号
は
保
内
町
に
お

い
て
平
成
十
一
年
完
成
に
向
け
瞥
女
ケ

峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
、
着
々
と
改
良
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば

か
な
り
の
交
通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
亡

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
指
摘
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
山
J

問
所
か
ら
仁
久
聞
の
沿

線
住
環
境
や
道
路
機
能
の
阻
害
な
ど
の

間
在
化
に
配
慮
し
、
そ
の
解
消
を
図
る

べ
く
昨
年
、
改
良
計
画
に
つ
い
て
皆
さ

ん
に
ご
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
、
仁
久
地
区
で
肱
川
河
川
改
修
事
栄

と
も
併
せ
、
測
量
調
査
も
実
施
し
改
以

事
業
の
精
子
に
向
け
条
件
整
備
を
行
フ

て
い
る
。
区
間
全
域
で
は
、
ム
7

年
度
内

の
完
了
を
片
指
し
て
公
図
の
一
訂
正
を
行
一
コ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
関
係
者
の
定
住
条
件
、
そ
の

他
の
諸
要
件
へ
の
方
策
や
、
改
良
条
件

の
環
境
整
備
に
可
及
的
速
や
か
に
対
応

し
て
い
き
た
い
が
、
そ
の
中
で
当
箇
所

の
交
差
点
改
良
も
含
め
事
業
導
入
を
県

へ
要
望
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
現
在

も
協
議
中
で
あ
る
。

計

幽

整

備

を

質
問
・
:
町
道
出
海
豊
茂
線
は
、
直
接

出
海
と
豊
茂
を
結
ぶ
大
切
な
幹
線
道
で 消波エの据付作業

あ
る
が
、
全
線
舗
装
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
県
下
全
市
町
村
平
均
の
舗
装
率
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
男
町
の
舗
装
率

を
県
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
く
施
策

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
同
海
j
豊
茂
線

を
含
め
そ
の
具
体
的
計
両
は
ど
、
つ
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
本
町
の
幹
線
で
あ

る
一
・
二
級
町
道
は
二
十
路
線
あ
り
、

毎
年
道
路
へ
の
投
資
費
用
は
多
大
と
な

り
、
土
木
費
全
体
の
六
O
%を
上
回
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
・
三
級
幹
線
町
道
の
整

備
は
、
町
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・

整
備
の
上
か
ら
も
必
須
条
件
で
あ
り
、

県
道
藤
縄
長
浜
線
の

登
記
浸
び
改
良

町
道
大
平
線
の
改
良

白
滝
公
園
整
備
・

案
内
所
人
員
配
置

河
川
改
修

白
滝
j
柴
大
橋

介
護
手
当
て
の
充
実

維
持
的
経
費
を

投
資
し
機
能
確
保
を

質
問
:
・
県
道
藤
縄
長
浜
線
は
、
全
線

未
登
記
の
ま
ま
で
あ
る
。
戒
川
地
区
の

国
土
調
査
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
登
記

が
済
ん
だ
訳
で
は
な
い
。
早
く
登
記
を

整
備
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
、
順
次

許
容
さ
れ
る
財
政
の
枠
内
で
計
阿
的
に

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
海
県
民
一
号
線
も
、
二
級
町
道
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
来
年
か
ら
五
カ

年
で
舗
装
整
備
を
図
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
元
の

協
力
が
必
要
で
あ
り
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に

つ
い
て
は
、
担
当
課
の
方
へ
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
中
長
期
の
整
備
計
画
書
が

あ
る
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
見
て
い
た
だ

き
た
い
c

宮

本

~ 
完豆、

珪
誠
口
貝

リ
回
目

E
T
E

，
 

進
め
、
県
道
と
し
て
改
良
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
と
具
体
的
折
衝
を
行
っ
て
い

る
刊
一
月
謀
長
に
答
弁
を
さ
せ
ま
す
。

答
弁
(
建
設
課
長
)
・
:
本
線
に
つ
い

て
は
、
当
該
路
線
に
関
わ
る
各
所
有
者

か
ら
町
道
へ
の
所
有
権
移
転
に
よ
る
権

原
の
取
得
仁
、
膨
大
な
費
用
と
作
業
を

要
す
る
た
め
、
国
土
調
脊
時
に
そ
の
処

理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
戒
川

地
区
に
つ
い
て
は
、
国
土
調
査
一
事
務
手

法
に
よ
る
公
道
の
設
定
に
間
ま
り
、
再

度
調
査
・
分
筆
登
記
等
を
要
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
精
事
再
地
・
黒
田
へ
向
け
て

の
調
査
時
に
は
、
両
方
を
併
用
し
た
作

業
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
、
速
や
か
な

権
原
の
取
得
と
県
移
管
を
可
能
な
ら
し

め
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
線
の
機

能
向
上
を
図
る
よ
う
な
改
良
は
で
き
な

い
が
、
主
要
な
路
線
で
あ
る
の
で
、
維

持
的
経
費
の
投
資
に
よ
る
機
能
確
保
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

効
率
的
な
整
備
に

努
め
た
い

質
問
・
:
町
道
大
平
線
に
つ
い
て
は
、

平
成
六
年
以
後
改
良
が
進
ん
で
い
な
い
。

本
線
は
戚
川
地
区
の
大
動
眠
で
あ
り
、

来
年
度
予
算
も
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

思
う
が
、
改
良
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
本
路
総
は
一
般
町

道
で
あ
り
、
整
備
は
不
可
欠
の
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、
幹
線
町
道
と
し
て

の
整
備
に
は
国
・
県
費
等
の
補
助
事
業
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が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
年
は
、

白
滝
大
橋
(
仮
称
)
の
架
橋
と
い
う
大

事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
毎
年
相
当
額

の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
長
期
的
財
政
運
営
等
に
も
配
慮
し
つ

地
域
の
活
性
化
に

結
び
つ
け
て

質
問
・
:
白
滝
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
環
境
・
景
観
等
の
問
題
も
あ
る
と

思
う
が
、
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
案
内
所
へ
の
人

員
配
置
は
、
現
在
は
シ
ー
ズ
ン
中
の
十

九
日
間
で
あ
る
。
せ
め
て
一
ヶ
月
間
の

配
置
と
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
ト
イ
レ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
認
識

っ
、
本
線
を
含
め
た
幹
線
町
道
の
計
画

的
な
道
路
網
の
構
築
と
の
整
合
を
念
頭

に
、
効
率
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

し
て
お
り
、
九
年
度
に
、
登
山
口
へ
女

性
用
一
基
を
増
設
す
る
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
案
内
所
へ
の
人
員
配
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
町
観
光
協
会
と
協
議
し
、

一
ヶ
月
の
常
駐
に
よ
る
観
光
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地
元
の
協
力
、
が

不

可

欠

新たに整備が予定される登山口トイレ

質
問
:
・
肱
川
改
修
に
伴
い
、
白
滝
の

滝
川
・
田
ノ
淵
川
、
柴
の
峰
大
越
川
・

日
の
口
川
・
除
川
の
五
本
の
河
川
の
改

修
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
修
方
法

も
異
な
る
と
思
わ
れ
、
地
元
と
十
分
な

話
し
合
い
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の

4
N
 答

弁
(
建
設
課
長
)
:
・
肱
川
本
川
の

河
川
整
備
に
追
随
し
て
、
各
支
川
整
備

の
必
要
が
生
じ
、
堰
堤
の
形
式
や
位
置
、

ま
た
流
路
工
で
は
、
洪
水
確
率
十
五
分

の
一
(
十
五
年
に
一
回
の
発
生
確
率
)

で
の
築
堤
方
式
・
同
確
率
で
の
護
岸
方

式
・
百
分
の
一
(
百
年
に
一
回
の
発
生

確
率
)
の
確
率
で
の
河
岸
整
備
、
の
三

案
を
そ
れ
ぞ
れ
地
元
に
提
示
し
検
討
を

頂
い
て
い
る
。

ま
ず
滝
川
・
田
ノ
湖
川
・
日
の
口
川
・

峰
大
越
川
に
つ
い
て
は
、
本
川
で
は
流

木
阻
止
・
流
水
制
御
の
た
め
の
堰
堤
と
、

流
路
工
で
は
三
案
に
よ
る
整
備
手
法
に

つ
い
て
地
元
に
説
明
し
、
整
備
の
方
向

性
を
提
示
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。除

川
に
つ
い
て
は
、
県
は
流
路
工
に

よ
る
整
備
を
考
え
て
お
り
、
一
一
一
案
に
よ

る
整
備
手
法
で
の
選
択
を
地
元
に
お
願

い
し
、
先
日
二
回
目
の
協
議
会
を
持
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
の
河
川
に
つ
い
て
も
、
県
で
は
可

能
な
限
り
地
元
の
要
望
に
培
え
る
よ
う
、

多
角
的
な
補
助
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
元
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
よ
ろ
し
く
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
の
振
興
と

活
性
化
に
配
慮
し
て

質
問
;
白
滝
j
柴
聞
の
大
橋
に
つ
い

て
、
大
橋
建
設
に
よ
り
、
他
の
建
設
予

算
が
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
来
年
度
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
と
具
体
的
折
衝
を
行
っ
て
い

る
担
当
課
長
に
答
弁
を
さ
せ
ま
す
。

答
弁
(
建
設
課
長
)
・
:
本
橋
は
、
町

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
上
最
重
要
路
線

で
あ
り
、
激
特
事
業
の
採
択
に
よ
り
河

川
の
整
備
進
度
と
の
整
合
性
を
図
る
た

め
具
現
化
を
早
め
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
来
年
度
の
実
施
に
向
け
、
建

設
省
大
洲
工
事
事
務
所
と
は
費
用
負
担

等
に
つ
い
て
、
ま
た
国
・
県
に
は
補
助

要
望
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
境
議
を
行
っ

て
い
る
。

今
回
計
画
し
て
い
る
橋
は
、
規
格
の

上
か
ら
も
高
度
な
も
の
で
、
ま
た
観
光

地
白
滝
を
意
識
し
て
ラ
ン
ド
マ

i
ク
と

な
り
う
る
よ
う
な
構
造
形
式
に
よ
る
橋

と
し
て
補
助
者
に
要
望
し
て
い
る
。
完

成
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
が
、
地
域

振
興
、
活
性
化
に
配
慮
し
鋭
意
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
向
き
の
姿
勢
で

充
実
を
園
り
た
い

質
問
・
:
現
在
、
介
護
手
当
は
月
五
千

j
七
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
二
十
七
人

の
方
が
受
け
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
問
題

は
、
現
在
国
会
で
「
介
護
保
険
制
度
」

と
し
て
継
続
審
議
と
な
っ
て
お
り
、
更

な
る
充
実
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
自
治
体
と
し
て
、

寝
た
き
り
老
人
等
の
介
護
者
を
支
援
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
手
当
て
に
つ

い
て
は
、
現
在
一
ヶ
月
七
千
円
で
対
応

し
て
い
る
。

国
で
は
、
「
介
護
保
険
制
度
」
創
設

の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
動
向
と

郡
内
の
支
給
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

前
向
き
の
姿
勢
で
そ
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

春の金田火災予防運動

火の~~事
3月 1日---7日

健制審臨慣れて麗ねる
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平
成
八
年
分
の
所
得
税
の
姫
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
一
一
月
十
七
日
ま

で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け

平
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
浜
町
体
育
館
で
の
出
張
受

付
は
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

===="与

般

の

人

一一一一ー確定申告

商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
V
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
マ

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
他
、
平
成
八
年
中
に
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必
ず

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
下
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ツ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

き
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
市

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
中
山
口
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
給
与
の
年
収
が
一
一
千
万
円
を
超
え

る
人
マ
一
一
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
マ
給
与
以
外
の
所
得
が
一
ム
十

万
川
を
起
え
る
人

上
手
な
納
税
相
談

納
税
相
談
期
間
小
、
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
ο

自
分
の
た
め
に
も
、
ま

だ
、
侍
っ
て
い
る
他
の
相
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
山
中
告
書
を
確
認
し
て
、
住
所
・
氏

名
・
扶
養
控
除
欄
な
ど
記
入
で
き
る
と

こ
ろ
は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
o

v収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
・
領
収
書

な
ど
か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳

書
の
分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い

で
く
だ
さ
い
Q
V
関
係
害
額
は
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

税
務
職
員
も
税
金
を
納
め
て
い
る
納

税
者
で
す
。
同
じ
納
税
者
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

V
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

V
印
鑑
(
認
印
)

V
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
V
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」
マ
医
療
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
明
細
書
」

V
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
桐
青
」

V
生
命
保
険

料
控
除
、
拐
中
土
門
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
書
」
マ
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
「
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
」
な

ど
マ
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
粒

害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
証
明
書
」

な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。申

告
書
の
提
出
は

wv
税
務
署
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

休
み
で
す
の
で
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
休
み
の
日
の
申
告

書
等
の
提
出
に
ご
利
胤
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
等
の
提
出
は
、
郵
送

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

大
変
便
利
な

振
替
納
税
の
利
用

還
付
金
の
受
取
は

預
貯
金
口
座
振
込
で

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
梓
に
よ
っ
て

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関

χ
は、

所
轄
の
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
確
実
な
預
貯
金
口
座

振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
(
宮
二
四
l

一
一
一
一
一
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。平

成
九
年
度
分
町
・
県
民
税
の
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

平
成
九
年
一
月
一
日
現
存
、
長
浜
町

に
住
民
登
録
ぎ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

よ
う
な
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家
賃
、

地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
V
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な

い
人
V
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、
営
業

や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内

臓
等
で
平
成
八
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

人

申
告
に
必
要
な
書
類

V
町
・
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税

務
課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

V
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

町
・
県
民
税
の
申
台
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
健
康
保
険
税
与
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
、
町
・
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課

(
官
五
二

i
一
一
一
一
・
同
二

O
山
乙

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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一
月
一
五
日
、
町
体
育
館
で
成
人
式

が
行
な
わ
れ
、
町
内
の
成
人
者
男
子
六

十
七
人
、
女
子
七
十
八
人
の
合
計
百
四

十
五
人
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

な
お
、
成
人
者
の
名
前
は
次
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

畏
浜
地
区

《
川
仙
人
)

演
、
上
ゆ
み
、
坂
本
良
夫
、
岡
崎
文
香
、

友
田
真
司
、
宮
山
征
生
、
浦
上
千
春
、

松
本
典
子
、
飛
土
美
貴
、
卜
川
慶
子
、

宮
町
博
美
、
山
崎
哲
郎
、
重
松
公
雨
、

両
松
美
由
紀
、
矢
野
幸
、
山
本
軍
希
子
、

田
中
臣
、
松
田
昌
子
、
蓑
島

p

宍
穂
子
、

坂
本
知
美
、
加
藤
裕
介
、
石
田
純
子
、

間
健
、
菊
地
寛
展
、
松
祭
賢
司
、
九
回

正
光
、
菊
地
実
、
三
扶
友
美
、
山
断
宏

之
、
阿
佐
武
史
、
津
井
清
、
上
回
護
、

山
田
愛
子
、
玉
井
梨
恵
、
井
口
仕
彦
、

和
田
稔
、
福
田
純
子
、
高
崎
至
、
久
保

範
恭
、
中
野
朋
子
、
中
野
佳
子
、
山
下

美
樹
、
武
田
樹
里
、
清
田
幸
徳
、
岡
田

智
子吾、

ついつい立ち話がはずんで・・・

給
付
錨
地
区

《
仰
山
人
)

松
本
佐
久
、
二
宮
智
彦
、
鎌
田
龍
治
、

同
健
、
湊
美
香
、
鎌
田
憲
太
郎
、
稲
本

巳
司
、
清
水
謙
士
、
姥
豊
志
彦
、
吹
春

雅
宏
、
ぃ
口
問
崎
最
大
、
矢
野
み
ど
り
、
神

田
勇
司
、
久
保
幸
て
山
本
相
、
清
水

裕
香今

坊
地
区
《

7
人
)

問泉高
守恭岡

子利
、il

松、

野谷
直|刈
務fさ
、お

松り
回二
朱F 壬士

美ード

矢町

閣
主
地
区

《
四
人
V

植
杉
美
雪
、
白
石
採
子
、
清
水
み
ゆ
き

情
水
み
は
、
次
家
久
美
子
、
坂
東
康
幸
、

松
浦
千
恵
、
下
坂
純
子
、
坂
田
古
、
西

岡
美
里
、
峯
脇
宏
美

由
潟
地
区
《

7
人
)

松
本
い
づ
み
、
堀
田
和
枝
、
坪
田
徳
子

大
本
貴
浩
、
垣
内
誠
、
河
野
良
子
、
後

藤
慎
太
郎

意見発表を行なう島田正光さん

夫
翻
地
区
《
削
船
人
)

宮
田
美
恵
、
谷
口
孝
次
郎
、
下
町
幸
代
、

東
美
智
子
、
小
西
康
世
、
野
村
三
代
子
、

岡
町
あ
ゆ
み
、
中
川
美
加
、
野
村
千
春
、

水
沼
千
日
間
、
大
西
美
紀
、
三
宮
啓
彰
、

白
石
佳
代
子
、
丸
尾
真
智
恵
、
菊
地
修
、

菊
地
信
者
、
和
左
目
傑
、
成
光
圭
一
、

上
田
哲
男
、
成
橋
淳
也
、
井
上
仁
、
一
呂

蝿

机
圃
士弘弁

士
糊

ヒ
ム
上

一
)
るトベ占のみ

折
}

、寸合弁」の
畳二回

下
幸
子
、
森
内
裕
貴

意見発表を行なう中嶋一美さん

量
窮
地
区

《
何
凶
人
)

宇
都
宮
史
愛
、
西
山
恭
代
、
菊
地
小
百

合
、
三
浦
香
古
、
佐
々
木
示
、
藤
淵
さ

お
り
、
菊
地
龍
太
郎
、
兼
高
靖
健
、
城

戸
洋
一
、
松
本
房
子
、
石
木
大
祐
、
楠

野
英
和自

湾
地
区

《
恒
人
)

大
成
綾
恵
、
井
上
美
和
、
成
田
千
良
子
、

山
口
英
子
、
上
満
耕
士
、
上
野
雅
量
、

奥
野
真
弓
、
鎌
田
裕
美
、
高
石
貫
郡
、

大
田
留
充
呑
、
鎌
田
兼
蔵
、
石
川
秀
登

域
別
地
区

《
限
切
人
)

丙
山
聡
一
、
久
保
功
二
、
中
野
宏
美
、

矢
野
雅
浩
、
丸
田
光

鵠

地

区

A
B
人
V

梅
園
智
也
、
大
野
宏
、
山
中
留
美
、
徳

山
雄
一
、
中
嶋
一
美
、
山
下
和
子
、
谷

間
繁
実
、

力強い餅つきを見せた森内裕責さん
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十
一
月
一
一
v

十
四
日
に
行
わ
れ
た
ア
目

白
滝
公
同
紅
葉
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会
」

の
審
査
が
、
十
一
一
月
二
十
四
日
、
白
滝

公
民
館
で
行
わ
れ
、
七
十
九
人
が
応
募

し
た
二
百
三
十
五
点
中
三
十
三
点
が
そ

れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
撮
影
会

入

選

者

{
推
薦
}

秋
採
(
米
田
土
口
雄
・
八
幡
浜
市
)

{
特
選
】

紅葉モデル撮影会。人権作文

市木思
)陰い

に出
立 (
つ大
女久
( 保
浅 重
野義
義固
昌 八

幡
宇浜
和 市
島)

{
入
選
〕

み
つ
め
る
(
円
高
利
春
・
松
山
市
)
秋

を
持
つ
女
(
高
村
昌
雄
・
松
山
市
)
髪

飾
り
(
丹
生
谷
充
正
・
松
山
市
)
杭
の

七
色
(
宇
都
宮
力
夫
・
明
沼
町
)
え
く

は
(
徳
、
水
康
男
・
東
予
市
)
紙
ふ
う
せ

ん
(
福
本
満
・
伊
予
市
)
秋
の

U
に

(
鍛
治
信
良
・
新
居
浜
市
)
秋
の
装
い

(
水
内
順
一
・
八
幡
浜
市
)
秋
舞
(
異

国
憲
次
・
八
幡
浜
市
)
友
里
さ
ん
(
月

出
章
-
高
知
県
南
同
市
)

{
佳
作
】

お
姫
様
(
篠
崎
寛
・
松
山
市
)
紅
葉

(
河
野
文
夫
・
松
山
市
)
微
笑
(
柳
瀬

完
・
松
山
市
)
微
笑
と
紙
風
船
(
山
本

健
一
・
松
山
市
)
白

滝
の
秋
(
曽
我
聾
戊
・

松
山
市
)
稚
児
行
列

(
坂
口
和
恵
・
松
山
市
)

秋
陽
宿
る
こ
ろ
(
井

上
修
三
・
八
幡
浜
市
)

出
番
前
(
高
橋
和
・

小
松
町
)
滝
姫
(
山

本
磯
行
・
三
瓶
町
)

秋
鮮
や
か
(
戸
田
一

喜
・
砥
部
町
)

米国吉雄さんの作品・秋採

「な相みじのの思て私を「 て深 し増優応ののなだどでめい んに
気先手んめ気内つ生はみじ少考 いこてえしなやでらんいもらじいな言「
の生にな」持容でき最なめしえ 志 の い る い ど さ す な だ 傷 、 れ め じ 簡 つい
せまさにはちをいて初さ γ 前て味よきに言がし。いんを暴てらめ単てじ
いでれいとが 閉 ま い 、 ん 主 、 みがうまつ葉あいそ状ひっ力いれてないめ
だもずじてわ い し こ 何 知 る 二 まあにすれをるはう態どけにるで傷もる」
ろが、めもかでかうでつ ュしり、。てかとげなにくらし人いつのけみ

、こらとり、 zと も て 自 ょま「 、け、まるななれではるくなれみ

J 会htf記ふ主 ZEきよえて巴 どT手品世 5q手Z三会包会宍言
時だも予てしいがすとや 例竺 どれ~" .~-友とど。、棄す、しみ二ん
にれの Eそ、のんよい新 を i んるし葉達もうそ心と。第 ζ 当は

空Eモロ字書正宮内ヰ空 存民 里会芸えでき E与5与右己主 E霊
にと聞しをのもう親も私 いはと言たどなを寸 と

ロド日リ汗3盟購連盟理目立1日日ιヵ:
くイらそん 心 た 分 じ ど 気 i ldbくい談に、、アはク
れスううだにとにめ、持 I_ •. • . ，~. Iつなましひせ反ドいラ

士f2VR4ti二息判「いじめ」の意味の深さ lzu:左右どオフ三三
思て一時とんまでこす分ん心がよとくおス J そ
、く香はてなすもとるか|| |#配、か思勇こを ん

;手先手足主査 d警5H J中学 1年生 洋三瓦ZE李主主 主

i;誌と;22iE:」!年明空空ι132H円日:
に
、
今
ま
で
大
事
に
育
て
で
き
た
技
一

が
子
が
「
自
殺
」
す
る
な
ん
て
、
親
一

は
、
一
演
が
お
か
し
く
な
る
く
ら
い
シ
ョ
一

ク

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

同

も
し
、
そ
の
人
が
死
ん
だ
り
せ
ず
、
一

「
い
じ
め
」
の
つ
ら
さ
に
負
け
ず
、
一

「
い
じ
め
」
は
い
け
な
い
、
「
い
じ
め
」
一

を
お
い
は
ら
っ
て
生
き
よ
、
っ
、
と
い

う
こ
と
を
、
み
ん
な
に
教
え
て
く
れ
一

た
ら
、
現
在
い
じ
め
ら
れ
で
い
る
人
一

に
勇
気
や
希
望
を
与
え
、
「
い
じ
め
」
一

と
た
た
か
い
、
明
る
く
楽
し
く
す
ご
一

せ
る
人
が
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一

だ
か
ら
、
今
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
一

人
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
も
が
ん
ば
り
一

ま
す
の
で
、
「
い
じ
め
」
を
や
っ
つ
一

け
て
、
「
い
じ
め
」
と
い
う
言
葉
が
一

な
い
き
れ
い
な
世
界
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

だ
れ
に
だ
っ
て
短
所
は
必
ず
あ
る
一

ん
だ
か
ら
、
他
人
に
何
か
一
百
わ
れ
て
一

も
堂
々
と
し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
。
一

こ
の
世
に
完
壁
な
人
間
が
い
る
わ
け
一

な

い

で

し

ょ

う

。

一

そ
し
て
、
い
ビ
め
て
い
る
人
も
、
一

わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
と
い
う
人
が
多
い
一

と
思
う
の
で
、
相
手
に
対
し
、
傷
つ
一

く
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
、
話
し
た
一

り
行
動
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
に
行
き
た
く
な
い
、
と
い
う
一

人
が
い
な
い
よ
う
に
、
楽
し
い
中
学
一

校

生

活

を

送

り

ま

し

ょ

う

。

…
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青年海外派遣

司
会
(
清
水
)
:
・
今
回
、
第
五
回
を
迎

え
た
長
浜
町
青
宰
碍
外
山
遺
体
験
ツ
ア
ー

に
参
加
さ
れ
、
日
本
と
全
く
反
対
の
緯

度
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

一ン
l
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
大
き
な
削
侍
を
抱
い
て
出
発
さ
れ

た
こ
と
ど
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
参
加
さ
れ
た
全
体
的
な
感
想

と
、
二
カ
国
の
印
象
な
ど
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

矢
野

a
E

切
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
予

会計空係長

清水康員Ij(司会)

ピアモントブりッジの前で記念撮影

十
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
九
日
間
、
同
際
的
な
視
野

一
と
感
覚
を
も
ち
、
将
来
の
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

一
る
た
め
に
、
第
五
同
長
浜
町
青
年
海
外
体
験
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。今

同
の
研
修
地
は
、
昨
年
に
読
さ
オ
七
ア
ニ
ア
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)
方
而
で
、
議
会
か
ら
一
人
、
行
政
か
ら

三
人
、
一
般
公
募
か
ら
六
人
の
計
十
人
の
参
加
者
が
、
観
光
施
設
や

教
育
現
場
を
視
察
し
た
り
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
を
通
し
て
異
文

化
に
触
れ
る
な
ど
、
爪
只
重
な
体
験
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、
十
二
月
十
日
、
町
体
育
館
会
議
室
に
で

事
後
研
修
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
研
修
で
の
感
想
や

一
一
カ
困
の
印
象
、
反
省
点
な
ど
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

備
知
識
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に

行
っ
て
み
て
感
動
し
ま
し
た
。

街
を
歩
い
て
い
る
人
は
、
い
ろ
い
ろ

な
服
誌
で
個
性
豊
か
な
所
だ
な
と
感
じ

ま
L
た
。
観
光
地
で
働
く
人
は
日
本
人

が
多
い
の
で
聞
い
て
み
る
と
、
こ
こ
は

自
由
な
雰
囲
気
で
物
価
も
安
く
非
ら
し

や
す
い
の
で
、
日
本
に
帰
ら
ず
に
何
年

か
経
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

飯
野
:
・
外
国
へ
行
っ
た
の
は
初
め
て
で
、

空
港
や
観
光
地
で
は
、
日
本
人
ば
か
り

で
外
国
と
い
う
感
じ
は
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
シ
ド
ニ
ー
で
の
白
山
行
動
で
、

市
内
の
放
策
や
ご
く
一
般
の
屈
で
の
買

い
物
を
体
験
し
て
感
動
し
ま
し
た
。
観

光
地
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
所
へ
も
行
っ

て
み
た
か
っ
た
で
す
。

穂
積
:
・
私
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
三
ヶ
月
滞
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、

今
回
行
っ
て
み
て
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
最

高
で
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
と
い
う
大
都
合

で
あ
り
な
が
ら
、
ミ
セ
ス
マ
ツ
コ
リ
ー

岬
で
は
、
親
水
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

白
然
発
火
に
よ
っ
て
山
火
事
が
発
生
し

て
も
、
自
然
に
加
え
る
の
を
特
つ
と
い

う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
性
で
す
の

佐
々
木
:
。
わ
ず
か
、
八
日
間
あ
ま
り
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
滞
在
で
し
た
が
、
内
容
が
濃
く
、
ま

た
団
員
聞
の
年
齢
差
も
あ
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
感
動
す
る
気
持
ち
を
川
じ
く
す

る
人
た
ち
で
、
ま
る
で
全
員
が
子
供
の

心
に
町
ワ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
楽
し
く

有
責
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〕

富
永
i
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、
シ
ド
ニ
ー
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
規
則
問
で
し

た
が
、
什
叫
ん
で
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

一
H
の
時
間
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
狭
い
日
本
で
慌
た
だ

し
く
過
ご
し
て
い
る
惇
円
を
、
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
海
外
研
修
で
し
た
c

高
須
賀
:
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
車
で
一
時
間
走
っ
て

も
山
に
行
き
当
た
ら
な
い
く
ら
い
広
い

国
土
で
あ
る
た
め
か
、
国
民
性
が
だ
い

ぶ
ん
違
い
ま
す
。
街
も
、
水
と
緑
と
煉

瓦
色
の
屋
根
の
調
和
が
と
れ
て
い
ま
す
。

観
光
地
で
は
、
ど
こ
で
も
日
本
人
が
多

く
見
ら
れ
、
円
本
人
の
遅
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

日
田
・
:
南
半
球
は
初
め
て
の
訪
問
で
し

た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
も
、
か
つ
て
は
イ
ギ
リ
ス
の

植
民
地
と
い
う
事
で
、
そ
の
伝
統
と
い

う
か
名
残
が
随
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
「
が
日
本
と
同
じ
左
叩
通
行

の
せ
い
か
、
あ
ま
り
違
和
感
は
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
っ

長浜町助役

日田稲生

町議会議員

田中堅太郎
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総務課長

山本勝延

山
本
:
・
今
回
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
ご
く
一

部
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
全
部
市
と
も
豊

か
な
水
と
緑
と
空
間
と
の
調
和
が
と
れ

た
大
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
街
の
中
を
流
れ
る
川
を

中
心
に
至
る
所
に
公
園
や
庭
園
が
設
置

さ
れ
、
落
ち
着
き
の
あ
る
環
境
等
が
広

大
な
土
地
と
相
ま
っ
て
、
両
国
の
人
た

ち
は
、
お
お
ら
か
で
伸
び
伸
び
と
し
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

田
中
:
・
ど
こ
へ
行
っ
て
も
日
本
人
ば
か

り
で
し
た
が
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
、

円
本
人
は
殆
ど
見
か
け
ず
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
々
が
多
く
、
多
少
な
り
と

も
異
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。

青年海外派遣

日
本
の
二
十
一
倍
と
い
う
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
雄
大
な
自
然
に
ふ
れ
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
見

学
す
る
の
も
、
一
手
法
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

司
A
Z
-
-
-
第
一
の
研
修
で
あ
る
小
学
校
訪

問
で
は
、
授
業
や
施
設
を
見
学
し
校
長

先
生
か
ら
説
明
を
伺
い
ま
し
た
が
、
訪

問
し
た
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
。

田
中
・
・
・
近
代
的
な
施
設
が
す
ば
ら
し
か
っ

た
で
す
。
な
お
、
日
本
の
文
部
省
に
よ

る
管
理
的
な
教
育
と
違
い
、
州
独
自
の

教
育
方
針
で
指
導
で
き
る
の
も
興
味
泌

か
っ
た
で
す
ね
。
小
学
校
の
段
階
で
イ

タ
リ
ア
需
を
教
え
て
お
り
、
日
本
で
も
、

小
学
校
か
ら
外
国
語
を
教
え
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

矢
野
:
・
敷
地
が
広
い
だ
け
で
一
階
建
て

の
校
舎
を
建
て
た
の
で
は
な
く
、
身
体

障
害
者
に
配
慮
し
て
の
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
文
部
省
の
指

導
要
領
に
よ
っ
て
細
か
く
定
め
ら
れ
た

と
お
り
の
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
学
校
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
授
業
を
し

て
い
て
、
入
試
の
た
め
の
受
験

勉
強
は
特
に
な
い
よ
う
で
し
た
。

学
校
訪
問
の
時
に
手
漉
し
た

長
浜
中
学
校
生
徒
か
ら
の
手
紙

に
対
し
て
、
帰
国
後
、
す
ぐ
返

事
が
来
ま
し
た
。
現
在
、
サ
ウ

上空からのゴールドコース卜

ス
ポ
l
ト
・
ス
テ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
と

長
浜
中
学
校
の
生
徒
の
間
に
、
文
通
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
が
永
く

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

飯
野
・
:
訪
問
し
た
学
校
で
は
、
外
国
語

と
し
て
日
本
語
を
教
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る
所

だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
交
流
が
匹
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
子

供
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
時
聞
が
と
れ
れ

ば
よ
か
っ
た
な
と
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

研修生

飯野順恵(長浜)

佐
々
木
・
:
こ
の
学
校
訪
問
で
、
子
供
ひ

と
り
一
人
の
能
力
を
、
最
大
限
に
伸
ば

し
て
い
こ
う
と
す
る
大
人
た
ち
の
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
、
文
部
省

に
よ
る
規
格
化
さ
れ
た
教
育
方
法
と
比

べ
て
、
学
校
と
父
母
が
相
談
し
て
決
め

て
い
く
と
い
う
教
育
方
法
に
驚
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
笑

顔
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

日
田
・
・
・
五
年
前
に
新
築
さ
れ
た
施
設
で
、

職
員
室
を
中
心
に
各
教
室
が
屋
根
付
き

廊
下
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

担
任
は
二
人
の
先
生
で
、
協
力
し
合
っ

て
授
業
計
画
の
立
案
か
ら
指
導
ま
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
語

の
選
択
に
つ
い
て
は
各
学
校
に
任
さ
れ

て
お
り
、
小
学
校
か
ら
外
国
語
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。

高
須
賀
:
・
日
本
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
別
の
決
ま
っ
た
部
屋
に
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
各
教
室
の
横
に
割

合
と
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
形
で
置
い
て

あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
実
験
中
で
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
、
特
に
国
土
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、

情
報
を
得
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
の
利
用

が
必
要
だ
か
ら
だ
そ
、
つ
で
す
。
長
浜
町

で
も
、
都
会
と
離
れ
て
い
る
た
め
に
生

じ
る
情
報
格
差
を
無
く
す
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

穂
積
・
:
校
舎
の
建
筆
刀
式
は
、
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
各
教
室
が
散
ら
ば
っ
て
い
る

ク
ラ
ス
タ
l
タ
イ
プ
と
言
わ
れ
る
も
の サウスボート・ステート・スクールの音楽の授業

で
、
特
別
教
室
に
移
動
す
る
の
に
、
ほ

か
の
教
室
で
の
授
業
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
為
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
c

冨
永
・
・
・
授
業
参
観
は
音
楽
で
し
た
が
、

先
生
に
「
日
本
の
楽
器
(
二
一
味
械
や
琴

等
)
は
授
業
で
習
う
の
?
」
と
聞
か
れ
、

「
し
な
い
。
」
と
答
え
た
時
、
「
な
ぜ
自

分
の
国
の
楽
器
を
勉
強
し
な
い
ん
だ
む
」

と
意
識
や
レ
ベ
ル
の
違
い
を
指
摘
さ
れ

た
よ
う
で
、
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
広
々
と
し
た
学
校
の
中
で
ゆ
と

り
あ
る
教
育
を
さ
れ
、
い
じ
め
な
ど
と

は
無
縁
に
、
伸
び
伸
び
し
て
い
る
生
徒

た
ち
を
見
て
い
る
と
羨
ま
し
く
思
い
ま

し
た
。

山
本
:
・
最
近
移
転
し
た
だ
け
あ
っ
て
、

広
大
な
土
地
に
校
舎
を
中
心
に
教
育
施

設
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
校
舎
は
全
て

平
屋
建
て
で
職
員
室
か
ら
各
教
宗
一
に
連

結
さ
れ
、
申
し
分
な
い
環
境
で
し
た
。

こ
の
環
境
と
、
高
校
・
大
学
に
入
試
の

制
度
が
な
い
た
め
か
、
伸
び
伸
び
と
し

た
自
主
的
な
教
育
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た。
外
国
語
は
、
日
本
語
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
詰
だ
と
い

研修生

富永勇美(白滝)
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膏年海外派遣

う
こ
と
で
半
信
半
疑
で
す
。
ま
た
、
外

国
語
の
選
択
は
、
国
や
州
で
決
め
る
の

で
は
な
く
学
校
独
自
で
決
定
す
る
と
聞

き
、
驚
き
と
自
主
性
を
感
じ
ま
し
た
。

司
会
・
:
第
二
の
研
修
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
五
班
に
分
か
れ
て
一
泊

一
一
日
の
目
程
で
し
た
が
、
他
国
で
の
生

活
を
体
験
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

体
験
さ
れ
た
こ
と
や
感
想
を
お
願
い
し

ま
す
。

穂
積
:
・
円
本
で
は
味
わ
え
な
い
農
場
体

験
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
っ
た
の
で

す
が
、
時
間
が
な
く
て
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
農
場
経
営
の
規
模
も
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
く
、
仕
事
と
し
て
の
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
の
比
重
が
大
き
な
農
家
で
、

ス
テ
イ
の
間
も
、
忙
し
く
予
約
な
ど
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
話
が
入
っ
て
い
ま
し

た。

ず

日
田
・
:
ご
主
人
は
、
奥
さ
ん
の
家
事
の

手
伝
い
を
よ
く
さ
れ
て
、
炊
事
の
手
伝

い
も
ご
く
普
通
の
よ
う
に

L
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
国
民
所
得
に
つ
い
て
は
、

日
本
よ
り
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
土
地

阜
、
生
活
費
が
安
い
た
め
か
、
余
暇
も
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
白
己
紹
介
を
し
て
打

ち
解
け
て
懇
談
で
き
た
よ
う
で
す
。

高
須
賀
・
:
穂
積
さ
ん
と
同
ビ
フ
ァ
ー
ム

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ス
一
ア
イ
先
で
は
、

「
日
本
人
は
、
忙
し
い
な
。
」
と
一
言
わ
れ

ま
し
た
。
半
日
は
、
あ
ま
り
に
も
短
す

ぎ
ま
し
た
。

冨
永
:
・
ス
テ
イ
で
は
会
話
に
苦
労
し
た

の
で
、
英
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
、
メ

モ
を
準
備
し
て
い
た
ら
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
単
語
だ
け
で
も
あ
る
程
度

は
通
じ
ま
し
た
が
、
時
間
が
少
な
く
、

本
当
に
理
解
し
合
う
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

矢
野
・
:
ス
テ
イ
先
の
家
は
、
質
素
だ
け

ど
き
ち
ん
と
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
の
写
真
を
壁
に
飾
っ
て
い
て
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
を
娘
が
着
て
結
婚
し
た
。
」
と
話

し
て
く
れ
る
な
ど
、
家
族
の
杵
を
大
切

に
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

飯
野
・
:
翌
朝
、
広
い
農
場
を
車
で
案
内

し
て
く
だ
さ
り
、
羊
や
牛
に
触
る
ご
と

ニュージーランドの牧場

が
で
き
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
み

や
げ
に
折
り
紙
を
持
っ
て
い
っ
た
の
で

す
が
、
時
聞
が
な
く
教
え
て
あ
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
本
・
:
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
初
体
験
で

し
た
が
、
通
訳
が
い
な
い
た
め
、
一
言
葉

の
啓
一
の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
!
と
単
語
を
並
べ

て
の
会
話
で
、
あ
る
程
度
通
じ
る
の
が

実
感
で
き
ま
し
た
。

家
庭
内
で
の
日
常
生
活
や
習
慣
の
違

い
等
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
異
文
化

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
な
り
、
何
よ
り

も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

佐
々
木
ロ
e

・
農
園
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
牧
場
と
群
を
成
し
て

い
る
羊
た
ち
、
人
な
つ
っ
こ
い
牛
た
ち

を
見
て
、
日
本
と
違
っ
た
時
の
流
れ
の

豊
か
さ
を
羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

田
中
・
:
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
思
っ

て
い
た
よ
り
も
楽
し
く
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
英
会
話

は
事
前
に
学
習
す
べ
き
だ
っ
た
な
と
感

じ
ま
し
た
。
農
場
は
広
く
、
北
海
道
と

似
た
よ
う
な
気
候
で
、
雄
大
な
自
然
が

研 修 生

矢野美智子(長浜)

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

百
五
十
婦
一
一
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ

端
境
じ
酎
慮
む
た
免
町
一
一
づ
く
り

司
会
・
:
第
三
の
研
修
で
あ
る
、
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
美
化
協
会
と
の
ラ
ン

チ
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

長
浜
町
の
今
後
の
町
づ
く
り
と
関
連
し

て
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

冨
永
:
・
街
全
体
が
き
れ
い
で
、
ま
る
で

公
園
の
よ
う
で
し
た
。
住
ん
で
い
る
人

が
、
美
意
識
を
持
っ
て
街
を
遣
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
花
は
、
身

近
で
色
彩
豊
か
な
物
を
、
四
季
を
通
じ

て
た
く
さ
ん
育
て
て
い
ま
し
た
。

飯
野
・
:
庭
は
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、

花
を
手
入
れ
す
る
ゆ
と
り
が
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
長
浜
町
で
も
、
ア

ジ
サ
イ
ロ

l
ド
な
ど
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
き
れ
い
な
花
畑
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

山
本
:
英
国
か
ら
入
植
し
て
以
来
、
歴

史
的
な
庭
園
作
り
に
よ
り
、
環
境
に
配

慮
し
た
町
守
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
街
頭
美
化
コ
ン
テ

ス
ト
等
が
至
る
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
て

研 修生

穂福喜一(出海)

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
環

境
に
対
す
る
地
域
の
人
た
ち
の
意
識
が

醸
成
さ
れ
て
い
て
、
、
水
速
に
す
ば
ら
し

い
環
境
美
化
が
約
束
さ
れ
で
い
る
よ
う

で
し
た
。

矢
野
:
・
街
は
ど
こ
を
見
て
も
き
れ
い
で

感
心
し
ま
し
た
。
ブ
リ
ッ
グ
ス
夫
妻
の

庭
も
、
す
ご
く
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
美
化
協
会
の
会
員

は
年
輩
の
方
が
多
く
、
若
い
会
員
を
募

集
中
だ
そ
う
で
す
。
と
に
か
く
、
花
づ

く
り
に
か
け
る
意
気
込
み
は
す
ば
ら
し

自
由
・
;
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
き
れ

い
な
所
で
、
一
五
C
年
前
、
イ
ギ
リ
ス

よ
り
入
植
し
て
以
来
、
都
市
計
画
と
併

せ
て
生
活
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ
、

実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
営
々
と
引
き

継
が
れ
て
お
り
、
現
代
で
も
通
用
し
て

い
る
街
づ
く
り
に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。

電
柱
も
看
板
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
、

花
と
緑
と
エ
イ
ボ
ン
川
と
の
調
和
が
と

れ
た
、
す
ば
ら
し
い
街
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

佐
々
木
:
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

並
み
ほ
、
お
と
ぎ
話
に
出
て
く
る
よ
ろ

な
家
が
建
ち
並
び
、
花
が
街
中
に
咲
い

て
い
て
、
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

や
は
り
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
意
識
の
違
い
が
、
街
を
変
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

高
須
賀
:
・
と
に
か
く
緑
が
多
く
、
す
ば
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ら
し
い
所
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
建

物
も
環
境
に
溶
け
こ
ん
だ
施
設
が
多
く
、

一
体
的
な
街
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

穂
積
:
・
美
化
協
会
は
熱
心
に
花

ε

つ
く
り

を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
の
敷
地

が
広
く
隣
の
家
と
離
れ
て
い
て
、
家
を

取
り
囲
む
よ
う
に
庭
木
が
配
置
さ
れ
て

い
て
、
冬
に
は
暖
炉
の
薪
木
と
し
て
利

用
さ
れ
、
自
然
環
境
に
配
慮
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
大
震
災
が
起
き
て
も
、
生
き

残
っ
て
い
け
る
都
市
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

田
中
島

B

・
花
づ
く
り
の
対
象
と
し
て
は
、

一
年
草
の
栽
培
が
多
く
、
庭
木
な
ど
の

立
派
な
も
の
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
の
庭
園
と
違
っ
て
、
カ
ラ
フ
ル
な

庭
が
多
く
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
公
共
的
な
施
設
の
花
壇
も
、
見

習
う
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

青年海外派遣

〆5-，.
才1

研千あ
f彦九
日技法
程 j禁
:じめ
余る
掃た
をめ

美化協会との交流会

司
会
・
:
最
後
に
、
今
回
の
研
修
旅
行
の

日
程
あ
る
い
は
研
修
内
容
な
ど
で
、
反

省
点
や
次
回
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
・
:
今
回
、
体
験
し
て
感
じ
た
の
で

す
が
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
す
る

場
合
、
簡
単
な
英
会
話
の
手
引
き
を
作

成
し
て
、
事
前
学
習
で
練
習
す
る
な
ど

し
て
、
研
修
に
備
え
る
の
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
研
修
日
程

に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
次
回
の
計
画
立
案
の

時
点
で
再
検
討
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま

す。矢
野
i
今
回
の
研
修
は
、
私
に
と
っ
て

は
、
突
然
与
え
ら
れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

休
暇
の
よ
う
で
し
た
。
日
常
の
生
活
の

中
に
埋
も
れ
、
忘
れ
か
け
て
い
た
様
々

な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

異
文
化
に
触
れ
、
暖
か
い
人
た
ち
と
接

し
、
心
の
洗
濯
が
で
き
ま
し
た
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り

だ
け
れ
ど
確
実
に
生
き
て
い
る
人
々
の

風
俗
や
人
情
に
触
れ
た
喜
び
と
驚
き
は
、

生
涯
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

冨
永
:
・
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が

視
野
を
広
げ
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
き
っ

研修生

佐々木直子(豊茂)

か
け
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
も

な
り
ま
し
た
。
私
を
含
め
、
長
浜
町
で

は
、
ま
だ
ま
だ
町
づ
く
り
に
関
心
を
持

つ
人
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
便
利
さ
の

た
め
、
自
然
環
境
は
少
し
づ
っ
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
、
き
れ
い
な
海
、
川
、

山
と
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し
て
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
町
民

が
一
つ
に
な
り
、
住
み
や
す
い
町
に
な

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
:
今
回
の
研
修
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
大
都
市
の
み
で
、
し
か
も
リ

ゾ
ー
ト
地
中
心
の
研
修
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
日
程
的
に
、
都
市
か
ら
離

れ
る
時
間
を
取
る
事
は
む
ず
か
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
回
か
ら
長
浜
町

と
同
規
模
の
町
を
視
察
し
、
さ
ら
に
国

際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

高
須
賀
:
・
今
回
の
研
修
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
両
国
に

行
け
る
良
い
企
画
で
し
た
が
、
短
期
間

の
為
、
少
し
日
程
に
無
理
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
次
回
は

ど
ち
ら
か
の
地
域
に
的
を
絞
る
か
、
ど

う
せ
長
期
休
暇
を
取
る
の
で
す
か
ら
、

日
程
を
も
う
一
日
か
二
円
長
く
し
て
頂

い
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

佐
々
木
:
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
日
程

が
と
て
も
短
く
、
充
分
に
相
手
の
方
と

ふ
れ
あ
う
時
聞
が
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
す
。
し
か
し
、
一
言
葉
さ
え
通
じ
合
い

さ
え
す
れ
ば
、
ど
こ
の
国
の
人
で
あ
っ

て
も
、
ど
ん
な
に
生
活
環
境
が
違
っ
て

い
て
も
心
が
ふ
れ
あ
い
、
感
動
を
共
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た。穂
積
:
・
研
修
日
程
の
う
ち
、
シ
ド
ニ
ー

市
内
で
の
自
由
行
動
は
、
半
日
で
は
な

く
一
日
ゆ
っ
く
り
と
と
っ
た
ほ
う
が
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
長
浜
町
の
特
産
品
で

あ
る
果
樹
栽
培
を
研
修
テ
l
マ
と
し
て
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
生
産
農
家
に
ス
テ
イ

し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

英
会
話
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま

す。飯
野
:
・
初
め
て
の
海
外
旅
行
、
そ
れ
も

あ
こ
が
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
し
か

し
、
行
く
と
決
ま
っ
て
事
前
研
修
を
し

て
も
不
安
で
仕
方
の
な
か
っ
た
出
発
で戒須

生
作

修
徳

E
H
晶
欠

7
n下
，
A
E
E

賀須古
間

者
も

M参る返振宇佐アアセオで4
一品修ππ

 私
変事

し
た
。
で
も
、
研
修
生
た
ち
と
も
す
ぐ

に
溶
け
こ
み
、
楽
し
い
九
日
間
で
し
た
。

日
田
・
:
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
も
う

一
日
余
裕
を
持
っ
て
日
程
を
組
ん
だ
方

が
、
よ
り
多
く
研
修
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
は
時
期
的
に
気
候
も
良
く
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と

ご
協
力
で
理
想
的
な
研
修
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
有
り
難
く
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
岡
の
こ
の
経
験
を
今
後

い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
特
に
ま
ち
づ
く
り

の
面
で
活
用
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す。司
会
:
・
今
日
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
あ

り
が
と
、
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
研
修

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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お知らせ一一一一

第
二
回
ど
ろ
ん
こ
の
う
た
展

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
野
村
学
園
園
生
に
よ
る
「
第
二

回
ど
ろ
ん
こ
の
う
た
展
」
を
開
催
し
ま

す。
こ
の
展
示
会
で
は
、
園
生
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
表
現
力
豊
か
な
版
画
詩
や

繭
、
っ
ち
わ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
作
品
約

五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
の
機
会
に
、
た
く
ま
し
く

息
づ
く
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
是

平
成
九
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
(
無
料
)

役
場
税
務
課
で
は
、
あ
な
た
の
土
地

や
家
屋
な
ど
の
資
料
(
固
定
資
産
課
税

台
帳
)
を
四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
一

日
ま
で
の
期
間
(
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
)
無
料
で
お
見
せ
し

ま
す
。
(
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
)

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

U
 

※
縦
覧
の
際
に
は
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持

参
下
さ
い
。

非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

一
期
間
一
一
一
月
十
八
日
j
三
月
九
日

(
午
前
九
時
i
午
後
五
時
)

な
お
、
詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

(
宮
五
二
|
二
二

0
・
帰
三
九
三
一
)

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課

(
宮
五
二
!
一
一
一
一
・
伺
二

O
四
一
)

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

子
育
て
な
ん
で
も
ダ
イ
ヤ
ル

愛
媛
県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
、
子

育
て
と
子
供
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

近
年
の
核
家
族
化
や
婦
人
の
就
労
形

態
の
変
化
に
よ
り
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
児
童
の
問
題
で
悩
み
を
抱
え
る

家
庭
が
増
加
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ

ら
の
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
気
軽
に

利
用
で
き
る
と
の
観
点
か
ら
、
愛
媛
県

で
は
、
中
央
児
童
相
談
所
に
相
談
専
用

電
話
を
開
設
し
た
も
の
で
、
県
下
全
域

を
そ
の
対
象
地
域
と
し
て
お
り
、
育
児
、 園生手作りの繭うちわ

盟樋室田温

ゑc骨子鞠@1rずωiも叩

A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

ヤ-)、 Z一日、 l-¥f…是正

電島

い芸品

不
登
校
、
非
行
、
い
じ
め
、
進
路
な
ど

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

{
相
談
日
一
年
末
年
始
と
祝
祭
日
を
除

く
毎
日

{
相
談
時
間
一
午
前
九
時
j
午
後
九
時

一
電
話
}
宮

O
八
九
九
二
三
|
四
一

五
二
(
『
〉
凶
O
八
九
九
二
三
|
四

四
七
ご「

圏
民
文
化
講
演
会
」

の
お
知
ら
せ

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
で
は
、
平
成
八
年
度
の
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
活
用
に
よ
る
ソ
フ
ト
事

業
の
一
環
と
し
て
、
秋
山
豊
寛
氏
を
迎

え
て
圏
民
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

秋
山
氏
は
、
東
京
放
送

(
T
B
S
)

↑
に
ヲ
尽
d
H

主人、
t
d

u
F
民
金
g

ポ
ヱ
-
っ
、
レ
ャ
?
っ
"

在
職
中
の
平
成
三
年
、
ソ
連
宇
宙
船

「
ソ
ユ

l
ズ
」
に
よ
る
宇
宙
飛
行
に
成

功
し
、
日
本
人
初
、
又
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
世
界
初
の
宇
宙
飛
行
士
と
し

て
有
名
。

平
成
七
年
、

T
B
S報
道
局
専
任
局

長
を
最
後
に
退
職
、
現
在
、
福
島
県
滝

根
町
に
て
農
業
に
従
事
し
、
新
聞
等
に

農
耕
生
活
に
関
す
る
記
事
を
発
表
す
る

な
ど
活
躍
中
で
す
。

一
講
師
一
秋
山
豊
寛
(
宇
宙
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
)

{
テ
ー
マ
}
自
然
と
の
共
生
j
自
然
と

ど
う
向
き
合
い
ど
う
生
き
て
い
く
か
j

一
日
時
}
平
成
九
年
二
月
一
一
一
一
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
j

一
会
場
}
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

(
東
宇
和
郡
城
川
町
下
相
九
五
一

川
町
役
場
前
」
)

一
主
催
}
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市

町
村
圏
組
合

一
お
問
い
合
わ
せ
}
大
洲
市
役
所
内
、

八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市
対
策
室

(宮

O
八
九
三
二
四

l
O
五
六

O
)

ま
で
。

-→1 

4或

です

~長浜町立図書館~

書名 著者
0法華経の知慧 池田大作
。イコン(上下)

F フオーサイス

O不機嫌な呆実 林真理子
。連如 五木寛之
O無情を生きる 瀬戸内寂聴
O三田佳子「第三の人生」に乾杯!

三田佳子
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一一一福祉コーナーほか

精
神
、
又
は
身
体
に
障
害
を
有

す
る
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た

め
の
制
度
で
す
。

O
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
?

一
、
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父

又
は
母

二
、
障
害
児
と
同
居
・
監
護
・
生

計
を
維
持
し
て
い
る
父
母
以
外

の
養
育
者

※
た
だ
し
、
本
人
・
配
偶
者
・

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
限
度
額

を
越
え
て
い
る
場
合
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

。
対
象
と
な
る
障
害
児
と
は
?

一
、
二
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

二
、
障
害
を
理
由
と
し
た
年
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

三
、
一
級
・
二
級
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
こ
と

四
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し

て
い
な
い
こ
と

O
支
給
方
法
は
?

請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
開
始
さ
れ
、
支
給
で
き
な
く
な
っ

た
日
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

四
月
、
八
月
、
十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前

月
分
ま
で
を
ま
と
め
て
郵
便
貯
金
に
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。

※
こ

す
認
定
請
求
書

受
給
資
格
が
で
き
、
手
当
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き

大
所
得
状
況
届

毎
年
八
月
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
す
べ
て
の
方
が
提
出
す
る
書
類

す
額
改
定
請
求
書

障
害
児
の
数
が
増
え
た
り
、
障
害
の

程
度
が
二
級
か
ら
一
級
に
な
っ
た
と
き

ム
N

額
改
定
届

障
害
児
の
数
が
減
っ
た
り
、
障

害
の
程
度
が
一
級
か
ら
二
級
に
な
っ

た
と
き

す
受
給
者
死
亡
届

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

女
資
格
喪
失
届

f 

受
給
者
又
は
障
害
児
が
支
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
添
付
資
料
が
必

要
で
す
。

詳
細
は
、
長
浜
町
役
場
福
祉
課

町
民
福
祉
係
(
宮
五
二
一
一
一

一
・
嗣
二

O
七
二
)
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

県
嘗
住
宅
の
補
欠

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
で
は
、
県
営
住
宅
に
空
き
家

が
生
じ
た
場
合
に
入
居
で
き
る
、
補
欠

入
居
者
を
次
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま

す。一
受
付
対
象
の
建
物
概
要
一
別
記
の
と

お
り
。

建物概要

所在地 大洲市東大洲

構造 中層耐火 3階

型別 3DK 

家 賃
38， 0 0 0円
(共益費が必要)

{
入
居
申
込
資
格
}

①
県
内
に
住
居
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、

次
に
掲
げ
る
単
身
者
。
・
:
⑦
男
子
六
十

歳
・
女
子
五
十
歳
以
上
の
者
③
身
体
障

害
者
(
障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
四
級

ま
で
の
者
)
⑤
戦
傷
病
者
@
原
子
爆
弾

被
爆
者
(
厚
生
大
臣
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
)
②
生
活
保
護
者
カ
海
外
引
揚

者③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
。

④
収
入
基
準
が
、
公
営
住
宅
法
の
収
入

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

{
申
込
受
付
期
間
一
平
成
九
年
二
月
七

日
j
十
四
日
(
午
前
八
時
三
十
分
j
午

後
五
時
)
ま
で
。

{
受
付
場
所
一
八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

建
築
指
導
課
(
大
洲
市
田
口
甲
四
一
一
五
|

一
愛
媛
県
大
洲
庁
舎
一
階
・
宮
二
四
!

五
二
二
)

一
抽
選
日
}
平
成
九
年
三
月
四
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
。

一
抽
選
場
所
}
愛
媛
県
大
洲
庁
舎
三
階

会
議
室

な
お
、
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
八

幡
浜
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

雇
用
促
進
住
宅
の
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
ハ
ロ

I
ワ
ー

ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
等
に

よ
っ
て
就
職
し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
住

居
を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
な

ど
に
対
し
て
、
他
の
適
当
な
住
宅
が
見

つ
か
る
ま
で
の
問
、
一
時
的
に
お
貸
し

す
る
雇
用
促
進
住
宅
を
県
内
に
六
ケ
所

(
六
四

O
戸
)
設
置
、
運
営
し
て
い
ま

す。
入
居
条
件
等
の
詳
細
は
、
最
寄
り
の

ハ
ロ

l
ワ
i
ク
ま
た
は
愛
媛
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
住
宅
担
当
(
宮

O
八

九

九

四
七
六
六
七
七
)
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。
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老人医標費一一一一一

国
民
医
療
費
は
一
九
九
主
年
度
(
-
十

成
七
年
度
)
で
約
二
七
兆
二
千
億
刊
に

の
ぼ
り
、
平
均
で
毎
年
六
%
前
後
、
金

額
に
し
て
約
一
兆
円
づ
っ
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
乳
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
国
民
一
人
当
た
り
平
均

で
年
間
約
二
二
万
円
を
医
療
費
と
し
て

文
出
し
、
そ
の
額
は
毎
年
約
一
万
円
、
づ
一

人霊主要襲費E支平成 7

つ
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

特
に
老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
毎
年
八
%
前
後
と
効
率
で
増

加
し
、
八
兆
七
千
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
老
人
会
人
当
た
り
の
年
間
犀
療

費
は
七
一
万
九
千
円
。
こ
れ
は
、
老
人

以
外
の
者
の
医
療
費
の
約
五
倍
に
当
た

り
ま
す
c

当
町
の
高
齢
化
率
(
町
民
総
人
口
に

占
め
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
株
数
の

割
合
)
は
平
成
九
年
一
月
一
日
現
在
で

二
七
・
七
三
%
町
民
約
四
人
に
一
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
医
療

受
給
者
は
前
年
度
よ
り
一
ニ
・
五
%
の
伸

び
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
老
人
医
療
費

の
増
大
等
が
顕
著
化
し
て
お
り
、
平
成

(単位:円)

長浜町内子町 五十崎町
肱川町7どI?辺村350 

1，9161 2，061 949 62 

2，2671 1，913 761 519 i 252 

784，435，350 i 661胤 850 291，890，510 149，997，8701 70，979，730 

|外来 件数 22，1571 25，1941 11，6531 7，5051 4，386 

ti国|調j ト剤科 費用紙 叫，醐，510 579，305 醐 2盟0，805，4却 l則πJ出 i聞，251，醐加
件数 1，5ω 1.3921 9151 340 
費用額 30，923，7301 29，226，010 22，730，950 I 10，260，灯01 5，319，840 

件数 19~61 1，9471 1，0811 716 i 291 
費用街 21，790，1901 24，424，6901 13，182却01 8，296，開 4，271，210 

食 事件 数入院件数に含む入院件数に含む入院件数に稿入院件数に含む人院内に勧
(2.175) 1 0.7明)1 (WUI U刊j

療養費費用額 105，250，790 81，532，770 担，022，制 20，054，250 
施設 件数 165 151 127 40 

4!訪寮問養看費護
費用額 37，B46，5724 5 L型16，538_i 30，204，371 9，849，378 4，457，372 

件数

療養費 費用額 1，481泊。 96，0ω 288，200 
14，日7

ト

合計
件数 回，069 30，597 9，123 5.l印

費用額 I 1，456，567，445 1，410，591，948 680，836，141 ， 358，532，218 210，712，6921 

老人医療費の支給状況①

六
年
度
の
老
人
医
療
総
額
は
約
一
一
一
一
億

四
千
六
百
万
円
、
市
「
成
七
年
度
で
は
一

回
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

年
度
比
で
見
る
と
九
・
二
%
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
ヒ
年
度
に
お
け
る
長
浜

町
の
老
人
医
療
費
(
近
隣
町
村
参
照
)

は
、
次
の
表
と
な
っ
て
い
空
す
。

引

J卜d

十一一-1雨下百τ町五十崎町 1肱 i

山田口上; 寸

;日li』

老人医療費の支給状況②

523，634 

35 

212，482 

14 

1，646，526 

93 

B
 

nu 

t
B
i
 ，
 

an斗
A

日
Ol
 
，
 

qリ
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L
E
T
Sタ
吻
寺
シ
グ

生
活
改
善
一
さ
わ
や
か
ゲ
ん
1
0
7

一
代
表
者
・
菊
地
友
恵
一

一
怨
五
七
|
O
O
二
五
一

よ
く
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
を
抜
き
、
し
っ

か
り
と
塩
も
み
を
す
る
こ
と
。

0
0
三
五
ご
ま
で

一
会
員
]
湊
隼
人
、
菊
地
寛
、
二
宮
門
等
、

世
ノ
上
寛
、
中
田
主
助
、
馬
場
正
義
、

矢
間
節
子
、
宮
本
伸
子
、
増
田
春
美
、

友
永
嘉
子
、
米
田
久
美
子
、
船
津
千
恵

子
、
上
田
う
め
か
、
森
内
康
子
、
瀬
川

昌
子
、
福
本
定
広
、
増
田
ト
セ
コ
、
山

下
政
子

石
垣
パ
ン

(
四
人
八
万
)

ヰオ
ベス砂卵さ小料
i キ糖 つ 麦}
キム ま半分
ンミ い
グ、 jレ も
ノf ク
ウ
夕、

!大
さ 一一
じ八 00  
三 O 三 00
干不 g 1固 g g 

小
さ
じ
一
杯

小
さ
じ
一
/
二
杯

「
黒
ご
ま

一
作
り
方
一

①
さ
つ
ま
い
も
は
厚
め
に
皮
を
取
り
、

水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
抜
き
し
、
人
間
の

角
切
り
に
し
て
塩
も
み
し
て
か
ら
、
さ
っ

と
湯
通
し
を
す
る
。

②
小
麦
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を

混
ぜ
て
ふ
る
っ
て
お
く
。

③
卵
に
砂
糖
を
入
れ
て
、
混
ぜ
て
溶
か

す。④
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
三
杯
を
、
お

一一一一紹介コーナー

湯
五

O
∞
で
溶
い
て
入
れ
る
。

⑤
②
を
入
れ
、
さ
っ
と
混
ぜ
る
。

⑥
さ
つ
ま
い
も
を
水
切
り
し
て
、
粉
大

さ
じ
一
杯
を
ふ
る
っ
て
混
ぜ
、
⑤
の
中

に
混
ぜ
る
。

⑦
黒
ご
ま
を
ふ
り
、
蒸
し
器
に
入
れ
て

十
五
分
蒸
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
さ
つ
ま
い
も
は
、

て肝ますJ

(ダンス)

長浜社交ダンス愛野会

練習に励む社交ダンス愛好会の皆さん

P.N軟骨

そ

長浜高校美術部

十



16 

眼
前
の
盤
に
集
中
し
て

ー
第
六
十
三
回
新
春
囲
碁
大
会

1

ルポ@文芸

一
月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い

て
第
六
十
三
回
新
春
囲
碁
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
参
加
し
た
二
十
七
人
の
囲
碁

愛
好
者
が
繰
り
広
げ
た
、
静
か
な
る
戦

い
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
囲
碁
A
級
}
優
勝
:
・
木
内
進
(
双
海

町
)
準
優
勝
;
東
宏
之
(
大
洲
市
)
第

三
位
:
・
久
保
好
明
(
豊
茂
)

一
囲
碁
B
級
}
優
勝
:
・
塚
木
弘
基
(
出

海
)
準
優
勝
・
:
新
山
博
邦
(
長
浜
)
第

三
位
:
・
一
色
壮
一
(
長
浜
)

七
草
粥
を
作
ろ
う

ー
親
子
で
野
草
に
親
し
む
会

1

一
月
七
日
、
柴
地
区
で
「
親
子
で
野

草
に
親
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
、
保
育

所
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら
約
七
十

人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
の
子
供
を
み
ん
な
で

中
h
J

h
九

4
U
 

刊

Y」
立
丁

ヴハ
ω

/
¥
 

つψt 
τ付
ノmv 

Mm 

h
むmu 

プ
ι

、
ιん長

C
甘ー、

1J 

J与~~フ

育
て
る
会
が
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
に

親
し
ん
で
も
ら
い
、
伝
統
行
事
の
す
ば

ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施

し
た
も
の
で
、
参
加
し
た
親
子
は
、
一

生
懸
命
集
め
た
七
草
で
作
っ
た
お
粥
を

囲
み
、
ま
た
一
つ
杵
を
深
め
て
い
た
。

今
年
一
年
無
病
を
願
っ
て

ー
出
海
地
区
ど
ん
ど
焼
き

1

一
月
十
一
日
、
出
海
地
区
で
、
恒
例

と
な
っ
た
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
の
子
供
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
出
海
支
部
が
、
そ
の
一
年
の

無
病
息
災
と
、
併
せ
て
青
少
年
健
全
育

六
つ
子
の
大
根
発
見
?

この一手が勝負の分かれ目?

l
A
1
坊
で
収
穫
1

一
月
十
三
日
、
今
坊
の
相
田
和
嶋
さ

ん
の
畑
で
、
何
と
も
珍
し
い
大
根
が
収

穫
さ
れ
た
。

昨
年
の
秋
に
種
が
蒔
か
れ
た
こ
の
青

首
大
根
、
足
が
六
本
に
分
か
れ
、
長
さ

四
十
叩
で
重
さ
は
何
と
五
・
五
図
。

実
際
に
引
き
抜
か
れ
た
奥
さ
ん
の
恵

美
子
さ
ん
は
、
「
三
十
年
余
り
の
農
業

生
活
の
中
で
こ
ん
な
の
は
初
め
て
。
一

つ
の
大
根
で
五
j
六
本
分
も
あ
り
、
新

年
早
々
縁
起
が
い
い
。
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
持
ち
寄
っ

た
し
め
飾
り
な
ど
を
燃
や
し
た
火
で
餅

を
焼
き
、
吹
き
過
ぎ
る
冷
た
い
風
も
何

の
そ
の
、
で
き
あ
が
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を

お
い
し
そ
、
つ
に
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

こ
れ
ぞ
大
大
根
f

国

主[@

H 
手厘

それぞれの思いを炎に託しました

入
り
て
ゆ
く
夕
日
に
魅
了
さ
れ
し
吾
ゆ

る
ゆ
る
砂
を
踏
み
て
仰
げ
り

久

保

七

郎

戸
を
繰
れ
ば
'
最
初
こ
り
し
裏
庭
に
冷
え

身
に
泌
み
る
大
雪
の
朝

垣

見

巷

枝

八
十
八
の
母
は
曾
孫
の
八
人
と
孫
十
七

人
に
か
こ
ま
れ
て
お
り

鎌

田

文

香

か
ん
高
き
モ
ズ
鳴
く
声
と
わ
く
ら
ば
に

送
ら
れ
下
る
墓
よ
り
の
道

金

橋

巴

吾
が
父
の
祖
父
の
何
よ
り
そ
の
ま
ま
の

家
風
変
わ
る
事
な
く
吾
も
老
ひ
ゆ
く

久

保

美

江

忍
び
よ
る
秋
の
気
配
は
棒
樫
の
塀
越
す

梢
渡
る
風
に
も

刀く

井

み
、
っ
き

朝
日
さ
す
無
人
の
駅
に
誰
が
活
け
し
色

と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
の
花

東

は

な

子

柿
の
葉
の
諸
葉
染
ま
り
て
輝
け
ば
狭
庭

の
お
ご
り
楽
し
み
て
居
り

堀

井

光

子

ガ
ラ
ス
戸
に
顔
お
し
当
て
て
降
る
雪
に

童
の
如
く
よ
ろ
こ
び
の
湧
く

山

下

ヨ
ネ
子

H

長
浜
小
学
校
リ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
お
い
て
さ
わ
ぐ

夜

凶

年

池

浦

友

美

寒
い
朝
マ
フ
ラ
ー
ま
い
て
お
買
い
物

四

年

好

崎

し

ず

か

冬
の
山
か
れ
葉
が
ち
っ
て
は
だ
か
ん
ぽ

四

年

沖

江

夢

寒
い
日
は
こ
た
つ
を
出
し
て
ね
て
い
る

よ

四

年

泉

原

力

太

雪
つ
も
り
外
で
は
し
ゃ
ぐ
は
わ
た
し
た

ち

四

年

尾

上

麻

タ

寒
い
日
は
こ
た
つ
の
中
で
ね
こ
に
な
る

四

年

上

回

有

香

冬
の
朝
寒
い
寒
い
と
学
校
へ

四

年

西

村

達

行

橋
つ
つ
む
肱
川
あ
ら
し
名
物
だ

四

年

池

田

亮

也

寒
い
夜
水
た
き
う
ま
い
あ
た
た
ま
る

四

年

上

田

雄

一

雪
が
ふ
り
教
室
の
み
ん
な
外
に
出
る

四

年

川

元

秀

文
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熊

野

強

さ

ん

平
田
豊
子
さ
ん

ー
主
任
児
童
委
員
を
委
嘱

1

平
成
八
年
十
二
月
三
十
一
日
で
、
主

任
児
童
委
員
と
し
て
の
任
期
が
満
了
と

な
っ
た
白
滝
の
熊
野
強
さ
ん
と
長
浜
の

平
田
豊
子
さ
ん
は
、
一
月
の
民
生
児
童

委
員
協
議
会
定
例
会
の
席
上
、
平
成
九

年
一
月
一
日
付
で
主
任
児
童
委
員
に
再

委
嘱
さ
れ
、
厚
生
大
臣
及
び
愛
媛
県
知

白
滝
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

ー
県
愛
護
班
連
絡
協
議

会
長
表
彰

1

平
成
八
年
十
月
二
十
七
日
、
松
山
市

で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
愛
護
班
研
究
大

会
の
席
上
、
白
滝
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

(
城
戸
隆
志
会
長
)
は
、
日
頃
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、

優
良
子
供
会
と
し
て
愛
媛
県
愛
護
班
連

絡
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
喜
多
灘
支
部

S
県
青
少
年
育
成
協
議
会
長
表
彰
1

彰

平
成
八
年
十
一
月
十
二
日
、
愛
媛
県

青
少
年
育
成
協
議
会
発
足
三
十
周
年
記

念
大
会
の
席
上
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み

ん
な
で
育
て
る
会
喜
多
難
支
部
(
池
田

忠
幸
支
部
長
)
は
、
子
供
の
健
全
育
成

活
動
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
愛
媛
県
青

一一一一表

事
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
平
成
十
一
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
従
来
の
区
域
を

担
当
す
る
児
童
委
員
の
活
動
に
協
力
し
、

地
域
に
お
け
る
児
童
楕
祉
に
関
す
る
相

談
・
援
助
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
ろ

う
と
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
児
童
等

の
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

少
年
育
成
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

尾
崎
幸
子
さ
ん

1
優
良
母
親
知
事
表
彰

1

平
見
朝
子
さ
ん

ー
永
年
功
労
者
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
長
表
彰

1

十
二
月
八
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会
の
席
上
、

長
浜
の
尾
崎
幸
子
さ
ん
(
五
七
)
が
優

良
母
親
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
、
出
海

の
平
見
朝
子
さ
ん
(
七
O
)
が
母
子
寡

婦
福
祉
活
動
の
永
年
功
労
者
と
し
て
、

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
長
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

宮
下

十
一
月
二
十
三
日
、
平
成
八
年
度
N

H
K
学
園
全
国
俳
句
大
会
の
審
査
発
表

が
行
わ
れ
、
宮
下
友
里
さ
ん
(
戒
川
小

一
年
)
の
俳
句
が
み
ご
と
特
選
に
入
賞

し
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
か
ら
の
応
募
総
数
は
、

小
学
校
が
一
万
五
百
四
十
二
句
、
中
学

校
が
一
万
三
千
四
百
六
句
で
し
た
。

小
学
援
@
師

一
特
選
一
ほ
よ
ほ
よ
と
て
を
く
す
ぐ
る

よ
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
(
戒
川
小
一
年
・
宮

下
友
里
)

ん々
C里友下宮の選特

{
秀
作
一
先
生
の
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
で

バ
ッ
タ
と
り
(
喜
多
灘
小
一
年
・
坂
本

奈
美
)
し
ぶ
柿
が
あ
ま
そ
う
な
ふ
り
し

て
な
っ
て
い
る
(
豊
茂
小
六
年
・
楠
野

朋
美
)

一
入
選
一
長
浜
小
三
年
・
友
津
明
香
、

同
小
三
年
・
川
淵
直
之
、
同
小
四
年
・

津
田
麻
美
、
同
小
四
年
・
笹
田
良
輔
、

同
小
四
年
圃
二
宮
綾
美
、
同
小
四
年
・

白
石
貴
晃
、
同
小
六
年
・
川
淵
亜
矢
子
、

同
小
六
年
・
平
原
由
記
、
櫛
生
小
一
プ
年
・

名
本
聖
矢
、
同
小
三
年
・
増
田
正
和
、

同
小
三
年
・
加
納
利
江
子
、
同
小
三
年
・

谷
田
亜
里
沙
、
大
和
小
五
年
・
高
橋
裕

子
、
同
小
六
年
・
松
岡
葉
子
、
出
海
小

" 秀作の坂本奈美さん(左)と楠野朋美さん

二
年
・
宮
田
康
平

申
単
稜
⑫
部

{
入
選
}
一
年
・
高
岡
雄
一
郎
、
一
年
・

成
田
伸
弘
、
一
年
・
武
内
潤
、
ご
年
・

石
山
慶
三
、
二
年
・
兼
高
智
也
、
二
年
圃

神
田
仁
、
二
年
・
村
田
玲

優
秀
賞
に

ー
県
教
育
俳
句
大
会

1

平
成
八
年
十
二
月
一
日
、
松
山
市
で

第
二
十
四
回
愛
媛
県
教
育
俳
句
大
会
の

入
賞
発
表
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
優
秀

賞
に
三
人
、
佳
作
に
十
一
人
が
入
賞
し

ま
し
た
。
応
募
総
数
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
が
千
百
二
十
五
句
、
一
般
の
部
が
二

百
六
句
で
し
た
。

M
Y
呂

E
7
@
部

一
優
秀
賞
}
か
れ
て
き
た
す
す
き
か
た

づ
け
き
く
か
ざ
る
(
豊
茂
小
三
年
・
菊

岡
美
呑
)
、
滝
口
に
す
い
こ
ま
れ
ゆ
く

も
み
じ
か
な
(
長
浜
中
一
年
・
成
田
伸

弘
)
、
お
は
よ
う
と
声
を
か
け
あ
う
白

い
息
(
長
浜
中
一
年
圃
谷
田
志
生
里
)ム山丹々、

エ
Z
E

差
穴

問
問

f
v

薪
明の

内
回
貝

来
月偲凪

号
個

別
弘

田
凶

時
肌

し
f』

半生
J
九

点パ色、
閉
ヱ

仲
エ

士山田
凶mw 

骨
員

去
万

属
鹿

一
佳
作
賞
}
喜
多
難
小
二
年
・
後
藤
裕

樹
、
同
小
六
年
・
上
回
有
希
、
長
浜
小

四
年
・
武
田
渉
、
同
小
五
年
・
村
田
幸
、

同
小
五
年
・
鎌
田
瞳
、
同
小
六
年
・
稲

田
裕
、
同
小
六
年
・
菅
野
麻
美
、
長
浜

中
二
年
圃
井
上
愛
深
、
同
中
二
年
・
奥

野
な
つ
み

一
一
般
@
部

一
佳
作
賞
}
木
田
正
統
(
出
海
)
、
高

左
潔
(
長
浜
)
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寄
付
採
納

O
大
和
小
学
校
P
T
A
(
日
野
修
次
会

長
)
・
:
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
を
大
和

小
学
校
へ
。

O
大
阪
市
の
田
辺
柳
水
さ
ん
・
・
・
中
国
風

水
彩
画
一
点
と
掛
け
軸
一
点
を
長
浜
町

へ
、
中
国
風
水
彩
画
一
点
を
ふ
れ
あ
い

会
館
へ
。

O
出
海
小
学
校
P
T
A
(井
上
誠
会
長
)

・
:
固
定
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
l
ド
、
池

循
環
装
置
、

8
ミ
リ
V
T
R
カ
メ
ラ
、

ひ
な
壇
兼
教
壇
四
組
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー

ラ
ー
を
出
海
小
学
校
へ
。

O
沖
浦
の
城
ケ
瀧
三
樹
雄
さ
ん
・・・電動

ベ
ッ
ド
及
び
付
属
品
を
福
祉
課
へ
。

O
沖
浦
の
黒
田
明
美
さ
ん
・
:
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

印刷 (布岸本印刷平成 9年 2月1日発行平成 9年 2月号広報ながはま

大洲地区広域消防事務組合では、

平成 9年 1月 1日から、高規格救急

車の運用を開始しました。

大洲市 ・ 喜 多 郡 で 発 生 し た 、 救 急

事故の 救 命 率 向 上 を 目 指 し出動しま

すので、皆さんのご支援、ご協力を

よ願いし ます。 最新機器を搭載した高規格救急車」

CtT 
結

婚

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略

住

氏
櫛沖豊長

戸斤

名

生浦茂浜

面坂西上

田 本 村 田

イ二昌幸令手口

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白

滝

上三中柴池中泉大面渡玉

成村透井

ツ
ル
子
(
九
三
)

サ
ツ
ミ

(九
一ニ)

利
秋
(
六
五
)

忠
治
(
九
六
)

恵
津
子
(
四
九
)

三
吉
(
六
九
)

オ
ツ
ギ
(
七
七
)

佐
平
(
八
七
)

勝
利
(
五
人
)

猿
雄
(
八
五
)

和
直
(
六
四
)

白沖長柴

滝浦浜

石井竹渡
山上 本 遺

長長長 三
男男男女

桜さ
つ り直主也ゃ

岡町綾2哉さ香か
美文恵彦

柴上
老
松

豊

茂

柴長出出

田嶋満 秋 伊 田

昭和33年、私は山奥の学校に勤

めていた。ノfスの終点のある町か

ら別のパスに乗って20分ほどの山

奥で、当時テレビは映らなかった。

それで、大相撲が始まると午後 5

時になるや自転車をとばして町ま

で下り、パスの待合室にあるテレ

ビで毎日のように観戦した。

今でこそ、テレビは山奥でも映

るし、しかも一人一台という時代

になったけれど、そのころはまだ

町まで下りなければ見られないの

だから仕方がなかった。

我が国でテレビの放送が始まっ

たのは、昭和28年 2月 1日でNH

Kが東京から本放送を開始した。

カラーの放映は昭和35年からだか

ら、手ムカ対干びっしょりになって通っ

て見たのは、もちろん白黒テレビ

である。後年、私が冬のボーナス

を全部はたいて購入したのも白黒

であった。せっかくカラー放映が

始まっても、カラーテレビは高嶺

の花であった。それが今では、白

黒 テレビは骨董品にもなりかねな

いほど珍しい。

既に世は電子機器全盛の時代に

なり、テレビも次々と様変わりし

て、マルチチャンネルに変換され

ようとしている 。初放映 後、僅か

44年余りでこの進歩だ。唯々驚く

ばかりである。

勝英昌
徹 博紀秀

!尼
名

柴柴出

海海海浜

平
成
九
年
も
、
つ
い
こ
の
前
お
正
月

を
迎
え
た
と
思
っ
た
ら
、
い
つ
の
間
に

か
一
ヶ
月
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
は
切
れ
た
で
し
ょ
う
か
?

さ
て
、
年
明
け
早
々
、
巷
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
猛
威
を
振

る
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
も
、
町
で
買

い
物
を
し
て
い
て
も
マ
ス
ク
が
手
放
せ

な
い
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
、
始
末
の
悪
い
こ
と
に
次
々
と

そ
の
姿
を
変
え
て
は
私
た
ち
に
襲
い
か

か
っ
て
来
る
と
か
。

全
国
で
は
、
特
に
高
齢
者
の
方
を
中

心
に
百
数
十
人
が
そ
の
犠
牲
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
油
断
大
敵
。

風
邪
は
万
病
の
も
と
と
言
わ
れ
ま
す
。

何
を
す
る
に
も
健
康
第

一
。
分
か
り
切
っ

た
こ
と
で
す
が
、

「
家
に
帰
っ
た
ら
手

洗
い
と
う
が
い
」
こ
れ
、
な
か
な
か
効

き
目
が
あ
る
そ
う
で
す
。
(
や
)

数

人口をふやしましょう

12月末現在 前月との比較

10，516人 2人減

人 口 (男 4，949人) (男 1人 減 )

女 5，567人 女 l人減

世帯数 3，703世帯 4世帯増

帯世口人


